
事業の

必要性

①緊急輸送道路上の未耐震橋梁であり、早急な対策が必要

上位計画等 「奈良の今後５カ年（平成21年度～平成25年度）の道づくり重点戦略」
「奈良県橋梁長寿命化修繕計画」

事業の

有効性

（事業により
予想される
効果及び影

響）

【費用対便益】

Ｂ／Ｃ＝

【便益に計上されていない効果】

①安全で信頼性の高い道路サービスの提供
②緊急輸送道路の安全性、信頼性の確保
③①、②による地域住民の生活・経済活動の安全・安心の確保
④予防保全型維持管理による維持管理コストの縮減

コスト縮減へ
の取組み

橋脚補強工等における経済的な工法の選択

事業費の増減：▲約0.1億円

地元情勢等 国道169号整備促進協議会より要望あり

他計画他事
業との関連

定

性

的

評

価

事業名 補助橋りょう補修事業 路線名等 国道169号（伯母谷大橋）

箇所名 川上村伯母谷

【担当課：道路管理課】事業箇所総合評価シート

目 的 国道169号は、第二次緊急輸送道路に指定されており、耐震補強が未対策の橋梁の耐
震補強を行うことにより、安全で信頼性の高い道路サービスの提供を図る。

事業内容 施工箇所 1箇所

事業内容 ： 耐震補強（橋脚補強、落橋防止）、橋梁補修

着手年度 平成２５年度 完成予定年度 平成２６年度 全体事業費 105百万円

評価結果 左 の 理 由

採 択 橋梁長寿命化修繕計画に基づく事業であり、緊急性も認められるため、採択とする。

【写真】

【位置図】 Ｎ

全体写真 支承（支承移動量余裕無）

維持管理方針の転換

橋梁点検結果
（１５ｍ以上 ７２６橋）

・７６橋
（方針）
・補修完了まで毎年の点検を実施

・今後５年で対策を完了
・対策後は予防保全を実施

・４５０橋
（方針）
・５年以内に定期点検を実施し、損
傷の進行状況を把握
・損傷が顕在化する前に計画的に
修繕を実施

・２００橋
（方針）
・５年毎の定期点検を実施し、損傷
の有無を確認

早急に補修が必要な橋梁 耐震補強が必要な橋梁軽微な損傷橋梁

・３５橋※

（方針）
・予防保全と整合を図りながら、

今後５年で対策を完了

現在損傷のない橋梁

予防保全 予防保全 事後保全

※平成７年兵庫県南部地震により倒壊及び重大な損
傷が確認された橋梁と同形式の橋梁が緊急輸送
道路上に110橋存在し、そのうち耐震補強の未対
策橋梁が35橋存在

耐震補強
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【橋梁長寿命化修繕計画における位置付け】

事
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の

概

要

この地図は国土地理院の５万分の１を転載（奈良県道路網図平成２３近複第７１号）


